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 授業は本来全 14 回のところ、最初の 2 回は全学休講、続く 2 回は課題提出によるオ







Zoom のような web 会議ツールを使用したオンライン授業を担当するのが初めてとい
う教員がほとんどいない状況であり、まず使用ツールや接続環境の確認、確保が学生、
教員ともに先決の課題であった。学期開始前は例年どおりの対面授業を想定していたた
め、オンライン授業化に向けたシラバス修正も十分でない中での授業進行となった。し
かし、学生、教員ともに各自の置かれた環境に次第に対応していくことができ、授業運
営上大きな混乱は見られなかった。 
最終成果として、グループ発表を行ったが、オンライン上での協働作業にも活発に取
り組む学生が多く、授業時間外に自主的にオンライン上で集まって発表準備を行うなど、
これまでに見られなかった活動形態の可能性が示唆された。スライドや原稿の作成にお
いても web ツールを使用して分担や共有をうまく進めることにより、教員の予想以上の
成果を示したグループも少なくなかった。 
その一方で、学生によっては、インターネット接続や使用機器の確保が難しい学生も
おり、特に国外から受講した学生では、大学の提供する貸出機器等のサポートを受けら
れないままに終わったケースもあった。このように取り残される学生が発生しないよう
な支援体制の拡充を求めることが必要である。 
